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平成 27 年５月期通期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

  平成27年１月13日および平成27年４月10日に公表いたしました、平成27年５月期（平成26年６月１日～平成27

年５月31日）の通期業績予想と実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 27年５月期通期業績予想と実績値の差異 

(1) 連結業績予想と実績値との差異(平成 26年６月 1日～平成 27年５月 31日)     (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
45,848 495 532 60 

  円 銭 

7.91 

今 回 実 績 値 （ Ｂ ） 46,025 761 804 69 9.06 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 177 266 271 8  

増 減 率 （ ％ ） 0.4％ 53.8％ 51.0％ 14.5％  

（ご参考）前期実績 

（平成 26年５月期） 
43,689 △37 △17 △1,043 △135.63 

 

(2)個別業績予想と実績値との差異(平成 26年６月１日～平成 27年５月 31日)     （単位：百万円） 

  売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 35,894 542 146 

  円 銭 

19.04 

今 回 実 績 値 （ Ｂ ） 36,367 1,429 967 125.77 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 473 887 821  

増 減 率 （ ％ ） 1.3% 163.8% 560.7%  

（ご参考）前期実績 

（平成 26年５月期） 
35,749 △277 △1,271 △165.24 

 

 

 

 

 

 



２. 平成 27 年５月期通期業績予想と実績値の差異の理由 

平成 27年５月期通期期間において、当社では、POS データ活用等の売上向上施策が奏功し、既存店売上高前年同

期比 103.0％と売上高は堅調に推移いたしました。 

  また、当第２四半期連結会計期間より、５年超経過たな卸資産の販売戦略を明確化したことに伴い、たな卸資産

の残存価値を変更しております。この変更により、従来の方法と比べ通期業績期間の営業利益、経常利益、税金等

調整前当期純利益が 521 百万円増加しております。 

上記に加え、たな卸資産の消化率が見込みより改善したことにより、たな卸資産の評価損が減少し、売上総利益

が増加いたしました。 

これらの要因により営業利益、経常利益、税金等調整前当期純利益が増加いたしました。 

 

 

 

以   上 


